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1. はじめに 

わが国の新エネルギー導入政策は、現在太陽光発電

に偏重したものであるが、その原因として風力発電に

対する国民や国の視点があると考えられる。風力発電

の風車は、風によって風車羽根が回転することにより

発電するため、上空の風を求め大型化し、回転するこ

とに大きな特徴となっている。これにより、風力発電

では、鳥類が風車の羽根に衝突し死亡するバードスト

ライクや羽根の回転による騒音問題、風車の影による

シャドウキャスティングなどの課題が取り沙汰されて

いる。しかし、これらの問題は、風力発電の価値に対

する認識の違いによっても異なる見解である。 

そこで本研究では、風車の回転などによる問題点の

解決ではなく、回転する風車がつくるメリットを発見

し、風力発電の普及に貢献する方法の一つとして、着

目した。すなわち、技術的な面ではなく人間の心身に

与える影響として小型風車による癒し効果についての

調査研究を行うことにした。ここでは、「風車セラピ

ー」という概念について取り上げる。この「風車セラ

ピー」という認識が、風車の普及に役立ち、風車がこ

れからの社会にとって良いものであるという意見につ

いて確かめることを本研究の目的とする。 

ここで、研究対象を小型風車に限定した理由は大型

風車と比べ回転によるバードストライクや騒音などの

影響が小さく、セラピーとして身近に設置するには小

型風車の方が適していると考えたからである。 

2. セラピーとは？ 

2.1 一般的なセラピーの定義 

「therapy」(セラピー)とは「治療」「療法」と訳さ

れるものであり、一般に化学薬品や外科手術を用いず

に行う方法のことを指す。有名なもので言えばアロマ

セラピーやアニマルセラピー等が挙げられるがオーラ

やチャクラなどスピリチュアルな視点から取り組むも

のもあり、定義はかなりあいまいである。 

新たなセラピーを作る際に特に認可などは必要なく、

提唱した「○○セラピー」が社会的に広まれば「○○

セラピー」が、認知され、誕生したと言える。 

2.2 風車セラピーの定義 

小型風車は大型の風車と違い、風の強弱ですぐに回

転数が変化し、それにより普段は目に見えない風の流

れを連想することができる。自然には元来人を癒す力

があると言われているため、風車セラピーでは風を感

じることにより癒しにつながると考えられる。 

3. アンケートの実施 

3.1 アンケートの目的 

本研究を行うに当り、まずは一般の人が風力発電に

対してどんな印象を持っているのか、風車セラピー

に可能性はあるのか等を調査することが必要だと考

えられたため、webを用いて、広く対象としてアンケ

ートを行うこととした。 

3.2 アンケートの結果及び考察 

アンケートは、2009 年 11 月 1 日から 2010 年 1 月

10日までに、http://enq-maker.com/49Ppbd2におい

て公開して行った。その質問項目は、12 項目からな

り、以下のようである。 

[1]性別  [2]年齢  [3]職業 

[4]風車に対する印象  [5]具体的な意見 

[6]生活エリアに風車があるか 

[7]その風車について賛成か否か  [8]その理由 

[9]風車セラピーについてどう思うか 

[10]知っているセラピーについて 

[11]風車のどんな点を工夫すればセラピー効果を 

持つか 

  [12]風車セラピーを生かせる場所とは 

 

その質問を集計して、以下のような結果を得た。 

問 4 風車に対する印象 

 

 「良い印象」と「どちらかと言えば良い印象」を

足して 93％の高い結果となった。ただし、具体的な

意見を見ると発電効率の悪さや騒音などの問題点を

挙げる声も多く、「どちらかと言えば良い印象」と答

えた人の多数は、様々な問題があるがクリーンエネ

ルギーであり総合的に見て、良い印象とした意見か

と思われる。 






